
 〇〇自治会の記載例 

様式１ 

 

                           令和  年  月  日 

 

 

公益社団法人沖縄県地域振興協会会長 殿 

 

 

団 体 名   〇〇自治会        

申請者（代表者）沖縄 太郎    （印） 

                  所 在 地  〒９００－００００ 

                         〇〇市 字〇〇１２３－４５  
                     電 話：代表 098-123-4567 / 担当 060-1234-5678 

ＦＡＸ：098-987-6543 

                     メールアドレス：abcde_fghij.com 

 

 

 

 

令和◯◯年度地域活性化助成事業助成申請書 
 

 

  令和〇〇年度地域活性化助成事業による助成を下記のとおり申請致します。 

 

 

記 

 

 

   １．実施事業内容   

 

別添「令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書」（様式 1-2）のとおり 

 

 

   ２．助成申請額 

 

            ３００，０００円 

 

 

３．伴走支援を希望（する・しない）※どちらかに○をつけてください。 

※伴走支援にあたり、申請団体の費用負担はありません。 

 

 

４．添付書類 

（１）令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書〔様式１－２〕 

（２）事業費内訳書〔様式１－３〕 

（３）推薦書〔様式１３〕 

（４）団体の資料〔概要の記載されたパンフレット等〕 

実際に提出する日、投函する日を記入してください。 

・正式な団体名 

・申請する団体の代表者氏名 

・正確な所在地 

省略することなく記入してください。 

必ず連絡の取れる番号を記入してください。電話

番号は必須です。団体の代表者と事業担当者が異

なる場合は、担当者の番号も記入してください。 

総事業費の９０％までの助成で、限度額は３０万円。 

千円未満は切り捨てて、自己資金額に加算してください。 



 〇〇自治会の記載例 

様式１－２ 

 

 

令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書 
 

 

                団 体 名       ◯◯自治会       

 

実施事業名 例）◯◯展示会事業 

 

 

目的 

 

新興住宅地域で、異文化の寄り集まる〇〇地域は、代表的な文

化行事や核がない。しかし寄り集まり故に、〇〇地域には多くの

芸術家が在住している。今後、芸術文化を基盤として、〇〇地域

を「芸術のまち」として発展させ、多くの芸術の文化継承を活発

にし、〇〇地域および芸術家の皆様へ希望を与え、大いに奮起を

促とともに、地域外より優れた芸術家を招聘し、その魅力を広く

発信することにより、〇〇地域の活性化に繋げることを目的とす

る。 

 

実施時期（期間）  

令和〇〇年 8月◯日開始～令和〇〇年 11月◯日完了 

 

 

実施場所 

 
◯◯公民館 

 

事 業 費 

 

３４０，０００円 

（様式１－３の事業費合計の金額を記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

事業の具体的内容 

 
 

 

〇〇展示会として、〇〇地域内及び外部の芸術作家の作品を展

示して、地域住民や〇〇市内外の方に十分に鑑賞していただくと

共に、〇〇地域の活性化に繋げるために多くの協力者及び団体の

協力を要請致します。さらに、〇〇地域は「健康づくり」を軸と

した環境美化活動が活発で「自分達で出来ることは、自分達で成

し遂げる」を理念としており、この事業に対しては、〇〇地域全

体で花の装飾を主体とした会場設営や周知作業を徹底し、内外よ

り鑑賞者の勧誘に力を入れたい。 

 

 

 

開始は事業着手日、完了はワークショップ等が終わった日を記入。未定の場合はおおよそで結構です。 

場所が未定の場合はわかる範囲で記入をお願いします。例）◯◯公民館予定 

「誰に対して何をどのように」実施するかを、具体的に記入してください。 

また、事業目的と強い結びつきのある内容にしてください。 

 



 〇〇自治会の記載例 

 

 

 

期待される地域や社

会への具体的な効

果・成果 

 

 
〇〇地域初の芸術文化の展示・掲出をすることにより、芸術を

志す未来の新しい息吹が芽生えることが期待できる。また、〇〇

地域住民が利活用する公民館にて「〇〇展示会」を行うことによ

り、地域間世代間交流が活発になり、地域活性化につながる。 

次年度以降の取り組

み（事業の最終目標な

ど） 

本事業の原点は「〇〇展示会」を〇〇自治会が「継続」するこ

とにある。〇〇地域は自助努力を理念とし、一度発起したことは

「継続」することに意義がある。今後規模は縮小されると思うが、

自助努力をもって、未来に嘱望された芸術家を後押ししたい。 

伴走支援の希望内容

（希望する場合のみ） 

2年に一度のペースで本事業を継続させていきたいが、そのため

には資金の調達が必要である。地域に合った、実現可能な自走方

法を助言いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業を実施することにより、「誰に対して、どのような効果が期待できるか」「他の団体の模範となる

ような特色は何か」等を具体的に記入してください。 



 〇〇自治会の記載例 

様式１－３ 

 

 

事業費内訳書 
 

 

収 入 項 目 金 額（円） 備 考 

助 成 金 ３００，０００ 
（公社）沖縄県地域振興協会 

地域活性化助成事業助成金 

自 己 資 金 ４０，０００ 自己負担 40,000円 

事 業 費 合 計 ３４０，０００  

 

 

 

支 出 項 目 金 額（円） 備 考 

旅 費 － － 

謝 金 ５０，０００ 
作家謝金 ５名分 

＠10,000円×５人 
※単価は自治会規則による 

 使用料及び賃借料 ７０，０００ 会場設営用足場等リース代 

 需用費 １３０，０００ 

印刷製本費 
チラシ 

＠〇円×〇枚＝30,000円 

横断幕 

 ＠〇円×〇枚＝10,000円 

ポスター 

 ＠〇円×〇枚＝30,000円 

消耗品費 
70,000円 

 役務費 ６０，０００ 

保険料 
＠〇円×〇名×〇日＝40,000円 

切手代（案内通知） 
 ＠〇円×〇通＝20,000 円 

 その他   

 合計 
３４０，０００  

 

 
 

事業費合計の 90％、限度額 300，000 円まで。 

千円未満は切り捨てて、自己資金に計上してください。 

必要に応じて行を追加してください。事業内容に直接関係のある経費について、具体的に記入してください。 

この合計と収入項目の事業費合計は必ず一致します。 



 〇〇ＰＴＡの記載例 

様式１ 

 

                           令和  年  月  日 

 

 

公益社団法人沖縄県地域振興協会会長 殿 

 

 

団 体 名   〇〇中学校ＰＴＡ            

申請者（代表者）沖縄 太郎    （印） 

                  所 在 地  〒９００－００００ 

                         〇〇市 字〇〇１２３－４５  
                     電 話：代表 098-123-4567 / 担当 060-1234-5678 

ＦＡＸ：098-987-6543 

メールアドレス：abcde_fghij.com 

 

 

 

 

令和◯◯年度地域活性化助成事業助成申請書 
 

 

  令和〇〇年度地域活性化助成事業による助成を下記のとおり申請致します。 

 

 

記 

 

 

   １．実施事業内容   

 

別添「令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書」（様式１－２）のとおり 

 

 

   ２．助成申請額 

 

            １６２，０００円 

 

 

３．伴走支援を希望（する・しない）※どちらかに〇をつけてください。 

※伴走支援にあたり、申請団体の費用負担はありません。 

 

 

４。添付書類 

（１）令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書〔様式１－２〕 

（２）事業費内訳書〔様式１－３〕 

（３）推薦書〔様式１３〕 

（４）団体の資料〔概要の記載されたパンフレット等〕 

実際に提出する日、投函する日を記入してください。 

・正式な団体名 

・申請する団体の代表者氏名 

・正確な所在地 

省略することなく記入してください。 

必ず連絡の取れる番号を記入してください。電話

番号は必須です。団体の代表者と事業担当者が異

なる場合は、担当者の番号も記入してください。 

総事業費の９０％までの助成で、限度額は３０万円。 

千円未満は切り捨てて、自己資金額に加算してください。 



 〇〇ＰＴＡの記載例 

様式１－２ 

 

 

令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書 
 

 

                団 体 名     ◯◯中学校ＰＴＡ      

 

実施事業名 例）〇〇キャリア教育×地域連携起業ワークショップ 

 

 

目的 

 

目的は次のとおりとする。 

１．生徒のキャリア教育、人間形成能力向上につなげる。 

 ①生徒自身の進路選択に役立つ 

 ②学習意欲の向上（学習の動機付けとなる） 

 ③創造力、企画力の向上 

２．地域と連携する 

 〇〇市商工会や、関係団体、マスコミ等の協力を得て、長期的

なスパンで地域と生徒との連携を図る。 

 

実施時期（期間） 

 

令和〇〇年 8月◯日開始～令和〇〇年 11月◯日完了 

 

 

実施場所 

 
◯◯中学校 

 

事 業 費 

 

１８０，０００円 

（様式１－３の事業費合計の金額を記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

事業の具体的内容 

 
 

 

中学生に対して、事業をおこす際に必要な①「事業、資金計画」

②「プレゼンテーション力」③「広報宣伝力」④「接遇マナー」

等のワークショップを、各専門家を招いて開催する。そこに〇〇

商工会、関係団体、マスコミ、保護者といった地域の大人も一緒

に参加することで意見交換や、アイディアの創出等を図り、理解

や交流を深める。 

それぞれが作成した事業計画について、グループごとにプレゼ

ン発表会を実施する。講師の審査によって各賞を与え、生徒の学

習意欲向上や、創造力、企画力を醸成する。 

 

 

 

開始は事業着手日、完了はワークショップ等が終わった日を記入。未定の場合はおおよそで結構です。 

場所が未定の場合はわかる範囲で記入をお願いします。例）◯◯公民館予定 

「誰に対して何をどのように」実施するかを、具体的に記入してください。 

また、事業目的と強い結びつきのある内容にしてください。 

 



 〇〇ＰＴＡの記載例 

 

 

 

期待される地域や社

会への具体的な効

果・成果 

 

 

 

沖縄県が抱える問題の中に、「子どもの貧困率の高さ」と「中小

企業の倒産率の高さ」があげられるが、〇〇市も例外ではない。

これらの問題解決のきっかけとして、本ワークショップを中学生

が学校内で受講し、地域の大人達との交流の機会を得られること

で問題解消に近づくことが期待される。それによって生徒の学習

意欲の向上、進路設定のスピードが増すことによる成績の向上、

進学率、進路決定率の向上が見込まれる。 

 地域の大人と一緒に学ぶことで交流が生まれ学生と社会に連帯

意識が芽生える。生徒にとっては未来の社会人としての伊敷が高

まり、健全育成に繋がり、大人にとっては中学生の柔軟なアイデ

ィアや時代のニーズを知ることが出来、新たな視点が生まれる可

能性が高まる。 

次年度以降の取り組

み（事業の最終目標な

ど） 

次年度はＰＴＡ会費によって予算を確保し、毎年恒例の行事と

しての定着を目指す。また、実践の場として地域の企業との連携

を取り、校外でも活動できるよう継続していく。将来的には、卒

業生がこの活動に協力し、地域連携、キャリア教育のサイクルが

より深まり、地域に愛着の精神が広がることを期待する。 

伴走支援の希望内容

（希望する場合のみ） 

参加できる会員が限られ、役員や委員の担い手が少なくなり、

ひとりひとりの負担が増大している。本事業を今後も継続するた

めの、仕組みづくりをサポートいただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業を実施することにより、「誰に対して、どのような効果が期待できるか」「他の団体の模範となる

ような特色は何か」等を具体的に記入してください。 



 〇〇ＰＴＡの記載例 

様式１－３ 

 

 

事業費内訳書 
 

 

収 入 項 目 金 額（円） 備 考 

助 成 金 １６２，０００ 
（公社）沖縄県地域振興協会 

地域活性化助成事業助成金 

自 己 資 金 １８，０００ 自己負担 18,000円 

事 業 費 合 計 １８０，０００  

 

 

 

支 出 項 目 金 額（円） 備 考 

旅 費 ２２，０００ 交通費 ＠2,000円×11回 
※算出根拠はＰＴＡ旅費規則による 

謝 金 ８６，０００ 

講師謝金 

 〇〇氏 
＠5,000円×4回 

＝20,000円 

△△氏 
＠5,000円×4回 

＝20,000円 

××氏 

＠8,000円×2回 

＝16,000円 

□□氏 

＠10,000円×3回 

＝30,000円 

※単価はＰＴＡ規則による 

 使用料及び賃借料 ２７，０００ プロジェクター一式使用料 

 需用費 ２５，０００ 

印刷製本費 
チラシ 

＠〇円×〇枚＝5,000円 

消耗品費   20,000円 

 役務費 ２０，０００ 
切手代（案内通知） 
＠〇円×〇通＝20,000円 

 その他   

 合計 
１８０，０００  

 

事業費合計の 90％、限度額 300，000 円まで。 

千円未満は切り捨てて、自己資金に計上してください。 

必要に応じて行を追加してください。事業内容に直接関係のある経費について、具体的に記入してください。 

この合計と収入項目の事業費合計は必ず一致します。 



 ＮＰＯ・社団法人等の記載例 

様式１ 

 

                           令和  年  月  日 

 

 

公益社団法人沖縄県地域振興協会会長 殿 

 

 

団 体 名   ＮＰＯ法人〇〇〇〇            

申請者（代表者）沖縄 太郎    （印） 

                  所 在 地  〒９００－００００ 

                         〇〇市 字〇〇１２３－４５ 
電 話：代表 098-123-4567 / 担当 060-1234-5678 
ＦＡＸ：098-987-6543 

                     メールアドレス：abcde_fghij.com 

 

 

 

 

令和◯◯年度地域活性化助成事業助成申請書 
 

 

  令和〇〇年度地域活性化助成事業による助成を下記のとおり申請致します。 

 

 

記 

 

 

   １．実施事業内容 

 

別添「令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書」（様式１－２）のとおり 

 

 

   ２．助成申請額 

 

            ２１６，０００円 

 

 

３．伴走支援を希望（する・しない）※どちらかに○をつけてください。 

※伴走支援にあたり、申請団体の費用負担はありません。 

 

 

４．添付書類 

（１）令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書〔様式１－２〕 

（２）事業費内訳書〔様式１－３〕 

（３）推薦書〔様式１３〕 

（４）団体の資料〔概要の記載されたパンフレット等〕 

実際に提出する日、投函する日を記入してください。 

・正式な団体名 

・申請する団体の代表者氏名 

・正確な所在地 

省略することなく記入してください。 

必ず連絡の取れる番号を記入してください。電話

番号は必須です。団体の代表者と事業担当者が異

なる場合は、担当者の番号も記入してください。 

総事業費の９０％までの助成で、限度額は３０万円。 

千円未満は切り捨てて、自己資金額に加算してください。 



 ＮＰＯ・社団法人等の記載例 

様式１－２ 

 

 

令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書 
 

 

                団 体 名     ＮＰＯ法人〇〇〇〇     

 

実施事業名 例）〇〇市地域特産品〇〇の魅力について（講演会） 

 

目的 

 

地域発祥の特産品〇〇を健康増進する食材として新たな価値を

共有するために、市民向けの無料講演会を開催し、市民に地域の

「食」で地域の魅力を伝えることを目的とする。 

 

 

 

 

実施時期（期間） 

 

令和〇〇年 10月◯日開始～令和〇〇年 11月◯日完了 

 

 

実施場所 

 
◯◯ホール〇階大会議室 

 

事 業 費 

 

２４０，０００円 

（様式１－３の事業費合計の金額を記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の具体的内容 

 
 

 

講演会の内容 

１．〇〇の機能性研究について（〇〇大学講師） 

 〇〇大学で研究している〇〇を用いた機能性成分の仕組みやヒ

ト試験研究等の成果について講演する。 

２．〇〇の栄養成分について 

 〇〇に含まれる栄養成分の含有量や、栄養成分と人の関係性に

ついて栄養学的に講演する。 

３．〇〇を使った家庭料理について 

 〇〇を身近な家庭料理に取り入れ、日常生活について有効活用

するために開発したレシピの紹介や、開発を通して気づいたこと

などを講演する。また、今まで開発したレシピを広く活用しても

らうため小冊子を作成し、受講者へ配布する。 

 

 

開始は事業着手日、完了はワークショップ等が終わった日を記入。未定の場合はおおよそで結構です。 

場所が未定の場合はわかる範囲で記入をお願いします。例）◯◯公民館予定 

「誰に対して何をどのように」実施するかを、具体的に記入してください。 

また、事業目的と強い結びつきのある内容にしてください。 

 



 ＮＰＯ・社団法人等の記載例 

 

 

 

期待される地域や社

会への具体的な効

果・成果 

 

 
 

１．認知度の低い〇〇という食材を、本講演会で改めて地元の素

材に対する知識を深めることで、地元への愛着を深める。 

２．地場の素材を活かす食育（地産地消）は、生産者や地域を知

る気運を高め、地域作りへの参画意識が芽生え、地域活性化

に繋がる。 

３．住民主体の活動は「地域らしさ」を醸成し、イメージの確立

と認知度アップが図られ住民の誇りに繋がる。 

次年度以降の取り組

み（事業の最終目標な

ど） 

 

１．地域住民が地域特産品〇〇の個性を認識し、その価値を体感

する場の企画実績を積み重ねる。（受講者を対象にアンケート

を実施予定） 

２．地域の潜在力を引き出すためのワークショップを開催。 

【最終目標】 

  多方面な活動展開を図るために賛同者を募り、各地域と連携

できる担い手を育成し、住民の意思が地域づくりの力になる

仕組みを作る。 

伴走支援の希望内容

（希望する場合のみ） 

講演会を活用し、【最終目標】に繋がる地域住民とのネットワ

ークの構築をすすめていきたく、助言をいただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業を実施することにより、「誰に対して、どのような効果が期待できるか」「他の団体の模範となる

ような特色は何か」等を具体的に記入してください。 



 ＮＰＯ・社団法人等の記載例 

様式１－３ 

 

 

事業費内訳書 
 

 

収 入 項 目 金 額（円） 備 考 

助 成 金 ２１６，０００ 
（公社）沖縄県地域振興協会 

地域活性化助成事業助成金 

自 己 資 金 ２４，０００ 自己負担 24,000円 

事 業 費 合 計 ２４０，０００  

 

 

 

支 出 項 目 金 額（円） 備 考 

旅 費 － － 

謝 金 ８４，０００ 

講師謝金 3名分 
＠10,000円×3人 

アルバイト賃金 

 ＠900円×15時間×4人 

 ＝54,000円 

※単価は団体規則による 

※準備期間含む 

 使用料及び賃借料 ３７，０００ 
施設賃借料 20,000円 

備品使用料 10,000円 

空調料    7,000円 

 需用費 ８９，０００ 

印刷製本費 
チラシ 

＠〇円×〇枚＝20,000円 

ポスター 

 ＠〇円×〇枚＝30,000円 

消耗品費 
39,000円 

 役務費 ３０，０００ 

団体保険料 
＠〇円×〇名×〇日＝20,000円 

切手代（案内通知） 
 ＠〇円×〇通＝10,000 円 

 その他   

 合計 
２４０，０００  

 

事業費合計の 90％、限度額 300，000 円まで。 

千円未満は切り捨てて、自己資金に計上してください。 

必要に応じて行を追加してください。事業内容に直接関係のある経費について、具体的に記入してください。 

この合計と収入項目の事業費合計は必ず一致します。 



 任意団体〇〇の記載例 

様式１ 

 

                           令和  年  月  日 

 

 

公益社団法人沖縄県地域振興協会会長 殿 

 

 

団 体 名   〇〇実行委員会           

申請者（代表者）沖縄 太郎    （印） 

                  所 在 地  〒９００－００００ 

                         〇〇市 字〇〇１２３－４５  
                     電 話：代表 098-123-4567 / 担当 060-1234-5678 

ＦＡＸ：098-987-6543 

                     メールアドレス：abcde_fghij.com 

 

 

 

令和◯◯年度地域活性化助成事業助成申請書 
 

 

  令和〇〇年度地域活性化助成事業による助成を下記のとおり申請致します。 

 

 

記 

 

 

   １．実施事業内容   

 

別添「令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書」（様式１－２）のとおり 

 

 

   ２．助成申請額 

 

            １８０，０００円 

 

 

３．伴走支援を希望（する・しない）※どちらかに○をつけてください。 

※伴走支援にあたり、申請団体の費用負担はありません。 

 

４．添付書類 

（１）令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書〔様１－２〕 

（２）事業費内訳書〔様式１－３〕 

（３）推薦書〔様式１３〕 

（４）団体の資料〔概要の記載されたパンフレット等〕 

 

 

実際に提出する日、投函する日を記入してください。 

・正式な団体名 

・申請する団体の代表者氏名 

・正確な所在地 

省略することなく記入してください。 

必ず連絡の取れる番号を記入してください。電話

番号は必須です。団体の代表者と事業担当者が異

なる場合は、担当者の番号も記入してください。 

総事業費の９０％までの助成で、限度額は３０万円。 

千円未満は切り捨てて、自己資金額に加算してください。 



 任意団体〇〇の記載例 

様式 1－２ 

 

 

令和〇〇年度地域活性化助成事業実施計画書 
 

 

                団 体 名      ◯◯実行委員会      

 

実施事業名 例）〇〇まつり事業 

 

 

目的 

本団体は、現在〇〇市の推進する「協働によるまちづくり」の

一環として、〇〇公園を活動の拠点とし、公園ボランティアを中

心とした「花の公園づくり」を実施しています。本公園では、常

日頃から植え付け・育成管理している花苗木を用い、さまざまな

催しを実施しており、地域おこしの拠点となっている。 

本事業では、その中の一つである「〇〇まつり」を企画・運営

し、高齢者、若者たちの活動の場及び子どもたちの情操教育の場

を提供しつつ、地域の振興と活性化、子どもたちの健全育成に寄

与することを目的とする。 

 

実施時期（期間）  

令和〇〇年 9月◯日開始～令和〇〇年 11月◯日完了 

 

 

実施場所 

 
◯◯公園 

 

事 業 費 

 

２００，０００円 

（様式１－３の事業費合計の金額を記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

事業の具体的内容 

 
 

 

協力団体との協議・調整、参加者との調整の他、進行役、駐車

場等の各担当との調整をし、当日は提灯、灯籠の点灯及び舞台の

設置をします。 

 

プログラム（案） 

オープニングセレモニー、各種余興（子どもエイサー、三線、空

手、ダンス等）、民謡ショー、カラオケ自由参加、小学生の公園一

周競争等 

 

 

開始は事業着手日、完了はワークショップ等が終わった日を記入。未定の場合はおおよそで結構です。 

場所が未定の場合はわかる範囲で記入をお願いします。例）◯◯公民館予定 

「誰に対して何をどのように」実施するかを、具体的に記入してください。 

また、事業目的と強い結びつきのある内容にしてください。 

 



 任意団体〇〇の記載例 

 

 

 

期待される地域や社

会への具体的な効

果・成果 

 

 
 

本団体は、公園ボランティアによる花苗木の植栽、育成、清掃

管理を活発に行っており、山羊ふれあい活動と連携した〇〇まつ

りの開催を通して、高齢者、若者、子どもたちが多数集まる公園

と変貌し、まちづくりの模範的な公園として評価されています。 

しかしながら、これらの活動やイベントの財源は、地域団体の

寄付、役員の寄付、個人負担等で賄っていますが、活動の規模が

急速に広がる中で継続が難しい状況にあります。継続的に安定

的・効果的な事業を推進していくために、更なる運営努力と工夫

を重ねることによって、地域の要望に応えていくことが重要だと

考えています。 

これからも本団体は、地域の公園ボランティアのみならず、広

く市民のボランティアが活躍できるよう、花の公園、地域のまち

づくりの活動を継続することで、ボランティア育成の場として活

用が期待されると考えます。 

次年度以降の取り組

み（事業の最終目標な

ど） 

〇〇公園は、平成 20年度に沖縄県から「花と緑の名所 100選」

の認定を受け、ますます地域が活気づく中、次年度以降において

も「〇〇まつり」「〇〇事業」「〇〇大会」などを継続的に企画・

運営し、地域のまち興しのイベントの一つとして取り組み、地域

の活性化に寄与していきます。 

伴走支援の希望内容

（希望する場合のみ） 

○○のまちづくりに、子どもたちとその親世代を巻き込んでい

きたいため、興味を持ってもらうきっかけづくりをサポートいた

だきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業を実施することにより、「誰に対して、どのような効果が期待できるか」「他の団体の模範となる

ような特色は何か」等を具体的に記入してください。 



 任意団体〇〇の記載例 

様式１－３ 

 

 

事業費内訳書 
 

 

収 入 項 目 金 額（円） 備 考 

助 成 金 １８０，０００ 
（公社）沖縄県地域振興協会 

地域活性化助成事業助成金 

自 己 資 金 ２０，０００ 寄付金 20,000円 

事 業 費 合 計 ２００，０００  

 

 

 

支 出 項 目 金 額（円） 備 考 

旅 費 － － 

謝 金 ３０，０００ 
出演者謝金 ６名分 

＠5,000円×６人 
※単価は本団体規則による 

 使用料及び賃借料 ２０，０００ 
公園使用料 5,000円 

音響機器レンタル 15,000円 

 需用費 １００，０００ 

舞台の製作代  50,000円 

印刷製本費 
チラシ 

＠〇円×〇枚＝30,000円 

消耗品費 
50,000円 

 役務費 ２０，０００ 

保険料 
＠〇円×〇名×〇日＝10,000円 

切手代（案内通知） 
 ＠〇円×〇通＝10,000 円 

 その他   

  

合計 ２００，０００  

 

 
 

 

 

事業費合計の 90％、限度額 300，000 円まで。 

千円未満は切り捨てて、自己資金に計上してください。 

必要に応じて行を追加してください。事業内容に直接関係のある経費について、具体的に記入してください。 

この合計と収入項目の事業費合計は必ず一致します。 


